
渡辺議員の「保育所等での里帰り出産時における一時預か

りについて」のうち「現在の周知方法について」のご質問か

らお答えいたします。 

里帰り出産時に上の子を預かる取組につきましては、相談

があった際に、一時預かりについてご案内しております。 

次に「母子手帳交付時等の案内について」でありますが、

市外の保育所への入所等に係る相談があった際に、必要とな

る手続等について ご案内しております。 

次に「ホームページや広報紙の掲載状況について」であり

ますが、ホームページにおいて認可保育所等における特別保

育のひとつとして対象児童等を掲載しておりますが、広報紙

においては 掲載しておりません。 

次に「相談件数及び利用件数について」でありますが、令

和７年度は、里帰り出産に伴う一時預かりについての相談等

はございませんでしたが、里帰り出産に伴い、上の子が本市

の保育所に入所した事例は１件ございました。 

次に「ノーリフティング推進事業について」のうち「１年

間の取組の進捗状況について」でありますが、令和７年度か

ら、道内の自治体における初の取組として本格的に事業を開

始し、市民を対象とした「ノーリフティングフェスタ」、市

内事業所職員を対象とした「先進施設視察研修」、更に、市

内の医療機関と介護福祉施設等が参加する 「ノーリフティン

グケア実践研修」等を実施したところであります。 加えて、

市独自の ノーリフティング認定制度を創設し、令和７年度

は５か所の事業所を認定したほか、本市の姿勢を明確に示す

ため、「伊達市ノーリフティング宣言」を行っております。 

次に「メンバー構成について」でありますが、民間のリハ

ビリテーション専門職である 理学療法士、作業療法士及び 

言語聴覚士を中心とした１２名で構成される 「伊達ノーリフ

ティング推進チーム」と、市においては、高齢福祉課を中心

として、健康推進課及び社会福祉課による協働のもとで事業



を推進しております。 

次に「活動報酬への支援について」でありますが、伊達ノ

ーリフティング推進チームに対し、実践研修における講師謝

礼を支出しております。 

次に「成果と問題点について」でありますが、参加事業所

においては、ノーリフティングの理念を正しく理解し、職員

の安全と健康を守る視点から、組織的な職場環境の改善に取

り組む 動きが広がっております。一方で、機器の導入が中

心であるとの誤解や、新たな取組に対し心理的な抵抗感を抱

く事業所も見受けられることから、ノーリフティングの本質

や目的について、より丁寧な周知・啓発が必要であると認識

しております。 

次に「今後２年間の事業の進め方について」でありますが、

今後２年間は、本年度の成果を基盤として参加事業所の拡大

を図るとともに、認定事業所に普及の担い手として参画して

いただき、連携を強化しながら、一層の普及推進を図って参

ります。 

次に「事業に対する誤解の払拭と今後の取組について」で

ありますが、ノーリフティングは、介護用リフト等の機器の

導入のみに限定されるものではなく、働く人の安全と安心を

守るという労働安全衛生の理念に基づく取組であります。 

今後も具体的な 事例や成果を 丁寧に発信するとともに、関

係者との対話を重ねながら、理解の促進を図って参ります。 


